
渠・市・地域住民との協働作業による新た恕森肇華攣
～葉書野　よろこびの森～

飯能市吉野地区で新たな森づくりが始ま

りました。平成18年7月頃から、人工林伐

採跡地で斜面の雨裂が壇加するなど土砂移

動が顕著となりました。▲このため、住民の

間に災害発生を懸念する声が広がり出しま

した。

この地域では、平成11年8月の豪雨によ

って吉野駅南側の山腹崩壊により線路が土

砂で埋まるという災害が発生し、住民は山

地災害に対する危機意識を強く持っていま

した。

こうした状況の中、飯能市自治会連合会

東吾野支部から「自分たちの手でこの森林

を守っていきたい。」との心強い意向が伝え

られたことから、県と飯能市が連携してこ

の森林を守る住民活動を支援することとな

りました。

協議の結果、県が山腹斜面の基盤整備、

市が山腹斜面脇の護岸工整備を行うことと

なり、平成19年度に工事を実施しました。

森林の再生手法については住民と市・県

の三者により広葉樹の植栽を行うこととし、

森林の保育・管理は住民の方々が主体的に

担っていただけることになりました。

工事完成後の平成19年12月には、住民、

市、県の関係者約100名により11種340本の

広葉樹が植栽され、森林再生と災害防止の

第一歩がスタートしました。以降、毎年、

住民の方々を主体とした継続的な下刈りが

行われており、地域の森林は地域で守ると

いう機運も定着してきました。

住民と行政との協働によるこうした森林

再生と災害防止の取組は、全国的にも稀少

であり、他の範となる森づくりであるとし

て、本年1月に知事功績表彰を受賞しました。
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